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緒 言

1889年北里博士ハ破傷風菌ノ純暗養＝成功シ．ソレ＝立脚シテ Behring，秦雨民ガソノ抗毒素

血清ヲ創製スルヤ，破傷風ノ治療ハ一大飛躍ヲ途ゲ， ゾノ死亡率モ書シタ低令シタルハ周知ノ

事賞ナリ。叉近年抗毒素血清J大．量使別法ガ賞用サルYレ＝歪リテ，治療成績号更＝良好トナH，‘

昔日倉lj傷停染病中恐水病ト共＝最モ悲惨・ニシテ且ツ残酷与fレ疾患ナリt シ破傷風へ現在＝於テ

ハ何等恐ル〉レニ‘足ラザル疾患トナリツツアリ。サレド抗意素血清ノ使用量及ピ注射部位＝閥シ

テハ倫ホ種々ノ主張アリハ

帥チ今悲＝余等ガ京都帝国大喜怒外来1・E堅教家ユ＝於テ，意識的＝大量抗毒素血清ヲ使用セシ最近

10年間ノ症例トソレ以前ノ症例トヲ比較シテ，破傷風治療ニ際シ抗毒素血清ノ；最モ趨苗＼ナル使

用量並ニソノ使JH部位＝就キテ考祭ヲ試ミントスル所以ナリ。

第 1例森OJ女O郎， 40歳，男

主訴：牙側壁号念。

臨琳例

現病腿：昭和16~10 9月n1夕刻扇風機／試迩輔巾右手敏郎＝按傷ヲ受ケ，外科腎ーョ－YU在チ＝掌部以下ノ切

断手術ヲ受ケタ リ。 9Tl 5日（受傷後4日目〉右婦指＝強直感及ピ攻部＝緊強感ヲ億円 9月7日（伺6日目｝舌

運動障碍，言語隊碍ヲ来的 9刀10日（周 HI日）牙欄緊急完f始。.，，.~ i雪ノ仰持巨ヲ噛ミ尚血ヲ来セリ。 9月10日入

院。

入院時所見ノ、項部強匝（， 9司＝側緊念，笑筋痴態，言語隊碍著明＝シテ時々全身ノ筋強直アリ。破傷風／診断ノ

モト ＝－ ~判前治療ヲ行7 ト Jt ＝.鎮静剤，償心掬ヲ投奥シ，東＝抗毒素血筋療法ヲ第 1表ノ知ク z行ヒ~ 9 0 

第 1 表

ーとて戸？？！竺土土｜り竺＇~土し土～；＿＿＿_!t--'-=; 
10/JX I 20αm  I 0 I 20 ccm I 0 II 40ばm I 24,000 I.E. 
11/JX I 30 ccm I 0 I 10 ccm J 0 II 40.叫 m I 24,000 I.E. 
12/IX I 0 : '.l.5αm I 50 ccm I 15 ccm 、 II go ccm I 54,000 I.E. 
13/IX I 30 ccm I 10αm I 50 ccm I 10 ccm II '100 ccm I 60ρ00 I.E. 
14/IX I • 40αm I 0 I ;10 ccm I 10 ccm II 90 ccm I 54,000 I.E. 
15/JX・ I 0 I 10 ccm I 40 ccm I 10 ccm II 60 ccm I 朝川0I.E. 

16/JX I c後呪玄fリ）｜ 。 I 40 c~m I 0 II 60 ccm I 杭 000I.E. 
I I . , I II 一一一J一一一一ー一一ーー一一ーー－

ω吋 I 45 ~~~ 「－7250…｜ ムム jゐ0ccm ＼州00J.E. 
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日米除後綬過： 1日目， 2日目， 3日目ハ牙開票号念，羽部強班，言語隊碍等著明＝シテ後弓反政ヲ伴ヒ，療室努ii:

作時屡々 呼吸凶難－，，3終スコトアリ、。

4目白ヨリ療製粉々鰹快，，間隔大トナリ；－午後8時頃ヨリ牙開緊急，、極度トナレリ。

百日目牙閥緊急項都議直前日ョリ更＝艦度I、ナリ，午後5時頃頑l司ナノレ頭痛ヲ1'J!Ji惑窓戟探ト共＂＇ 39.5°C 

＝及プ~熱す来ゼリ。
7 日目胸部ョ H腹部＂＇－＇£9~疹ヲ見タ玖。

・・8日目， 9日目， 10目白ト項部強斑，牙閥緊念，言語隊碍等ノ、次第＝鰹度トナリ全身llk態モ良好トナレリ。

ll日目fltピ l!l;oOo.I芯／抗議棄血清ヲ静脈内耳使用セントシ十・Yi小ノ周血清ヲ注入セシ所，突然呼吸凶難，

一厳縛不整等過敏症ノ症扶ヲ惹起セリ。而シテ再ピWt熱ヲ主 !I）レモソノ後順調ナル経過ヲト F，血清病ハ 7fl日

以来毎日25%葡萄糠， 2タ6'...，＿タロ【 Pレカルシユーム寸， Lネオパラヌトリン寸10庖， Lピダシミン， 300jffiノ静脈内

注射ニヨ y5日間＝テi曾失セF。

.. 15日目以後ハ極度／！顎閥節迩11!11~な碍ヲ残シテ他ノ症扶ノ、糖、テ極快シ， 4週間後＝ハ破傷l乳ノ、全治ノ；域＝主主セ
巳九剣面ユ川63日目＝植皮術ヲ行ヒ， 74日目全治退院セリ。

第E例村。清O,15.歳，男

主訴：金身療費接及ピ機下困難。F

．現病腿：昭和151f.6 月右足欄節捻韓ノ銭股脹lf<. ピ疹痛ヲ来シ鰻快セザノレ 1~，昭和 1611三 1 月 Lギプス寸固定す受

タタリ。昭和16年1J月2日該しギ7固ス1岡定部／疫体感甚シキ1£竹ノ物差ユテ掻キシトコロ，倉lj傷ヲ生乙：!I 9。

、依ツ九ギ7・λ寸岡定ヲ除去創I酉治療ヲ受ケタルモ， 9月9日（受傷後8日目） 言語噺暖トナリ，9月11日（10日

刷会身療燈，鴨下凶難ヲ＊シ問形物繊I氏不可能トナレリ。 9,fl 13日入院。

入院時所見：牙闘緊急，機下困難，言語障碍， Yi告~強目在者切j ＂＇シテ 1 時間＂＇ 2 陶乃至3 [I司会身痕撃7来セ P。

破傷風ノ診断ノモトニ，命l商治療，銀癌剤，強心

剤ノ薬物投奥ヲ行7ト共＝第2表＝示シタノレ如キ方

法二テ大量／抗議棄血清ヲ注射セリ。

、 入院後経過：：， 1 日目， 2 日目ノ、主属部強1i'I，~：闘緊急，

：；~下図書量著明ナリシヵ··，＂·3 日民感量控室造作総減シ，牙閥
緊急精々鰹度トナレリ。

4日目， 5日目， 6日l.lYi部強jl[[，後弓反厳依然ト

シテ著明。珂モ牙闘緊急，機下凶難ハ次第＝経度ト

ナレ F。
～ 8日目途疹，下腿筋肉痛，頭痛ト共＝.40.0°C 品

及プ後熱ア九郎チ血清病ヲ惹起ス。

13/JX 

14/IX. 

15/!X 

16/ IX. 

第 2 表

｜制膝内｜静脈内l 合

40ccm 40ccm 80ccm 

40ccm 4.0ccm 8(1ccm 

4.-0ccm 4.0ccm 80ccm 

20ccm 20ccm 40ccm 

言「

48,000 I.E .. 

48,000 I.E. 

48,000 J.E. 

24,000 I.E. 

17/JX I 20ccm I 20ccm 11 必ccmI 24,000 I.E. 

18/JX: I 20ccm I 20ccm 11 40ccm I 24,000 I.E. 

｜蜘cmI附叶 3伽 ml仰 OCYI.E. 

I江チエ大抵ノピピタミン， B君主ピ c,25タ稲荷糖ノ静脈内注射ヲ行E{I 9。又入院来2JbLクロール力ル シ2・

ーム120ccmノ静脈内注射7抗毒素血清ト共＝篠IJ行ヒM・<llリー

血清病ハ5El問＝シテ消失ス。

9日目ヨ F破傷風症候λ著明ユ極快シ， 11日目艦度ノ；項部強直ヲ除ク他ノ糖、テノ（，£扶ハ消火シヲ 17日目全治

退院ス。

tu例北O義・0郎，’50歳，男

主訴： ：牙欄緊念。 ー、昭三

玉置病~：昭和161)!.4 月27自白梅草ヨP顛倒シ左下顎ヲ木片＝テ刺傷的 j｛（チニ fjlj商ノ治療ヲ受ケタノレモ，5月

16日（受傷後初日目）背部緊張感，頚部運動障碍ノアルニ気付キ， 5Hl7日（受傷後21口日）牙闘緊急現ノ、レ，同

形食縁取不能トナリ， 5月19日入院セ P。

入院時所見：：頂部及・eit部強直ア 9~ 査員貌ハ窓笑ヲさ己的対二関緊念，言言苦隙碍， I賂下凶般若明ナリ。破傷風
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ノ診断ノモト＝直チニ第3表ノ如キ方法＝テ抗議素血清7投奥セ JI0 

。 。！ 41i ccm 20 ccm 70ccm . 42,000 I.E. 

。 I 20ccml 0 20ccm 40 ccm 24,000 I.E. 

21/Y I 20 ccm ._1 10 ccm I o I o_ 20 ccm 50 ccm 30刈0I.E. 

22/y～I ・・ 15 ccm I 15 ccm ・ I 0 . J 0 。 30 ccm 1丸000I.E; 

｜ ー十一 - - r，一一一「ー← E " I 
40田 m I 25 ccm I 20 ccm I 4,5 ccm . I 60 ccm 11 190 ccm-f 114,000 J.E. 

入院後経過： 1日目， 2日目， 3日目全身扶態悪ク，牙閥緊急著略全身療撃屡込ァ；4r，.，，ノ都度呼吸因縁

ヲ伴7。

4日目ヨリ粉キ快方＝向ヒ， 6日臼ヨリ全身療態呼吸凶緩ハ去！！， ・＂；ツ牙捌緊急モ鰻度トテリ， 15日目ヨ F金

タ健康トナリタ P。

7日目ョ JI2%Lグロールカルシユーム1大抵ノLビタミン，Bl克ピ Cノ注射ヲ行ヒ ,ii9－。

本例＝於テハ血清病ハ惹起セザリキ。

第4倒回O90, 59歳，女

（依）

第5例 '!Jt'O正， 30歳，男

主訴：牙開緊念及ピ全身硬i任。

現病E竪：昭和14<1』三l＂頃ョリ開部二疹術性腫脹ヲ来的 2月21防切開手術ヲ受ケ多量ノ排除ヲ来シタルモ，

其後手術創ヨリ絶エズ局、量ノ！援ヲ排出 ;t.）レニ a 9' 6月9日再皮切開手術ヲ受ケタ リ。然ル；：.6月22日朝（切

開後14日目）全身ニ硬直感ア H，ツずイテ:SJ＇開緊急， m町暖，言語隊碍，全身賎準ヲ来シ岡形食指耳元不可能トナレ

九 6月24日入院。 、
入院時所見： 1妓貌療笑ヲ曇シ，牙捌緊急，喋下困難著明＝シテ日ツ全身昌碩f!'iアリ。破傷風ノi診断ノモト＝

創傷酉治療ト鎮療剤，鎮静舟j，強心剤等ノE築物投奥ヲ行ヒ，同時＝第4表／如キ抗毒素血清ノズ建注射ヲ行ヒ

?l 9 0 

24/'¥'I 

25/VI 

26/"1 

脊髄際内

40ccm 

40ccm 

40ccm 

第 4 

筋肉内 局

40cc'm 

25 ccm 

25 ccm 

表

所 令 計

。 80ccm 48,000 I.E. 

1-i ccm 80ccm 48,000 J.E. 

15 ccm 80ccm 48,000 J.E. 

27/'1 I 0 I 25 ccm I 15 ccm II 40 ccm I 24,000 I.E. 
23/'1 ・I 0 I !l5 ccm I 15 ccm II 40回 m I 24,000 I.E. , j 

下－1ん「｜五ぷ「－~cmT－均一円 192,000 J.E. I 

入院後綴過：入院後3日間ハソノ所見入院時ト同様＝シテ良好ナラザ9シ元f, 4目白療費量!It作減少，項都銀

I在粉々躯度トナレ リ。

5日目ョ P元二闘緊念鰹皮トナ p' 6日目 zP鴨下困難，療量豊後作m失セリ。
1 

5日日以来2%Lクロールカノレシユーム＇ 20ccm注射ヲ行ヒダルモ 9日目金身＝畿疹，関節痛現ハレ＇ 4日

間＝テl叫復セリ。

l4日目ヨ P牙閥疑念消火，以後順調ナ舟緩鴻ヲトリタ H。
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._6例小O型車0；子， 12歳，女

主訴：牙閥緊急及ピ後弓反張。 ／ 

709 

現病懸：昭和13;年10月17日韓倒シテ左膝関節部＝傷ヲ受ヶ，一時治癒シダルモ10JJ30日（受傷後14日ノ日）午後

金身ノ：不安感アリ，翌朝牙閥緊急現ノ、レ，言語隊碍，喋下困難ヲi'l?t,1宇都裏部ノ硬直及ピ後弓反援ヲ来セリ。

11月2日入院。

入院時所見．後弓厚E畏，項強庇，腹筋緊張，牙闘緊

急著明＝シテ四肢＝強直アリ。

破傷風ノ診断ノモト＝－ ~J傷商［資範悶切開，鎮痛剤，
鎮静剤，強心剤等Ji薬物投奥ト共＝第5表ノ如ク大

量ノ抗毒素血清7注射セ P。

入院後経過：入院日，2日目 21時間乃至3時間勾

＝ア 9シ窓準君量作J、3EI目＝ノ、 1日3fl司佼トナ 9'

6日目ヨ H消失セリ。

牙開緊念，、8El iヨョP著 シク邸快ス。

2/Xf 20ccm 

3/l'[ 20ccm 

4/l'[ 20ccm 

5/ll 20ccm 

。／：班 20ccm 

7/Xf. 20ccm 

. 8/Xf 20ccm 

9/ xr 。

合 昔ト

lOccm I伽 m 18,600 Iぷ．

lO~cm 30~cm 18,000 I.E. 

lOccm 30ccm 18,000 I.E. 

lOcc’m 30ccm 18,000 I.E. 

lOccm 30ccm 18,000 I.E. 

lOccm 30ccm 18,000 J.E. 

19ccm 30ccm 18,000 I.E. 

lOccm vlOccm 6,000 I.E. 
項強直，四肢強i白川HI日頃ヨ P躯快＝肉ヒ， 20

日目＝金治退院セ P。 同副瓦~一両司臼

第7例烏O松O郎＇ 41歳，男

主訴：：牙閥緊急。

波書埼店長：昭和9＆：ドllfJ8日右示指ヲ石 ト本片ト＝テ機傷サレ（ソノ際砂ガ傷内＝入リ タリ）' fj,J商ノ、治療ヲ受

か次第＝瞳快.＝. （句ヒタルモ， 11月21 日（受傷後14日目）全身倦怠p 言昔昔隊碍，岨鴨1f<. ピ明者下困難7~長 シテ漸次ソ

ノ度ハ強タナ 9＇夕刻＝ノ、背部及ピ項部強I在及ピヨヨ二闘緊急ヲ来セ H。全身硬直ハ伴ノ、ズ；0 11月23日入院。

入院時所見：：la＇閥緊念 ，項部及ピ背部強d王者切1＝－ シテp破傷｝!Ii¥.ノ診断ノモトユ傷商ノ切rm，銀痕綴静剤， E員心

殉jノ注射7行 7ト共＝第6表ノ童日夕大量ノ抗毒素血清ヲ注射セ 90 

第 6 表

脊 髄世庄内 政 策 際内｜ 皮 下
｜｜ i、・ 計

23/Xf. .Q 。 40ccm 

II 

40ccm 400 A.E.= 52,800 I.E. 

247Xf. lOccm （限築10ョリ）
Occm 

50c;cm 70ccm 700 A.E.= 9!l,400 I.E. 

10 tern lOccm 90ccm 
｜｜ 

山 cm I llOO A.E.=1仰 00I.E. 

1 A.E・＝1321.E.（博染病併究所ノI吋答＝依Jレ）

主、入院後経過： 2日目後弓反張著明トナ リ， 怒壊後作時呼吸凶難ヲ訴 7n霊童汗著明。

賞作1分乃至2分：.1岡アリ。

2日目照準議作ノ、2時間 .＝.1陶f立トナ F，呼吸凶器E消失ス。牙閥緊念的々離快＝－r句7。

4 日目~f＇乍ハ次第zュ弱夕日，ツ間隔ハ長クナリ，項部強直，牙繍緊急モ次第＝艦度トナ レ P 。

5日開筆設作ノ、1日3悶 1・Jリタ J)0 側口 I糎可能トナ ）~。
7日目以後痴態盟主作ナク，開口 1.5糎可能。以後次第＝快方＝向ヒ，血情書lj7来サス・。

』 23日間鰹快退院λ。

以上7例ハ京都帝大外科担軽教室＝於Fレ最近1011三間ノJi'E例＝シテ，何レモ意識的＝抗毒素血清ノ：大量投奥ヲ行

ヒタル号ノナ九而シテ ツノ総括的事項ヲ表示シテ第7表ヲ得ペシ。
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第 7 表 、

~：i下1Ti己I瓦

血 清 注 側 ｜嶋
脊髄言瓦扇丙；雨「ご
廠，局Wr，後頭下 Ir百．

脊鐙腔，静脈 1i合

脊鑓謄，筋肉，皮 I_..;.
下， 官事厭， 局所 I＇閣

不 明 l治

4砂 21；村O

ク 31北OIM

14 41悶0 I 59 

:: I :1 ：~1:1: 
14日 15日間 192,0001.E.l脊髄際，筋肉，局所｜治

14日 j8日間 132,0001,E・｜脊髄，，~，局所｜治

14日 J2日間 1,lOOA,E. ！＇脊鎚~，頭蓋腔，皮下｜治

大

利。 1 三 O 11 l男 左足側節部 20日 11日 15日前 1,140A.E. I脊髄陸，皮下

。“ 。~ 伊 O 10 男 左前勝 6日 6日 2日間 200A.E. 皮 下

1£15 3 奥J0 ’23 男 左下腿 8日 。日 2日間 430A.E. 軍事髄膝， E量下
6 4 鈴 O 19 男 有玉泉指 23日 18日 llrT問.2,200 A.E. 皮 下
4 5 湯 O 24 努 右足背 8 El 71'1 2 ~I 問 410 A.E. 皮下，局所

冗： 6 菊 O 21 男 コ「f第五祉 12日以上 10日以上

f合併 7 古 O 2.~ 男， 右足背 10日 8U 2日間 400.t:¥..E. 皮 下

44 8 長 O 日 女 右膝関節調r 10日 9日 1日間 皮下ー

44 9 石 O 34 女 左足背 9f:I ・7日 2日間 600A.E. 皮 下

43 10 向。 36 男 右足背 8 Fl 7日 lf.I 問 400A.~. 皮下

43 11 待。 9 !JJ 左第五 幽： 8日 7FJ HT問 GOOA.E.＿ 皮下

42 12 森 32 男 蹴部 5日 不明 使用セズ

37 13 中 O 39 男 不明 不明 不明 不明不明

34 14 陥 32 男 右下腿 8日 8日 1日間 400Aぶ．皮 下

32 15 l吾 O 27 男 右下臼術部 46日 34rl 使用セズ

而モツレ以前＝於ル同症例ヲ示セパ第8表ノ如シ。

第 8 表

I I I I I i受傷後治療｜ ｜ ｜ ｜ 
年度 lfi'E例｜ 姓 ｜年齢｜性｜ 受傷場所 lヲ受ケルマ｜瀞伏期卜抗毒素血清最 ｜血清注射場所｜車事局

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ヂノ日数 ｜ ！ ’ ‘ ｜ ｜ 

治

死

死

治

死

治

JE 

死
死
死
死
死
品
川
死
死

、1A.E. = 132 LE. （官事染病餅究所Yfe）答＝依ル）

考 察

破傷風ノ：f象後ハ受傷後議病ヤデノWl日郎チ対抗た期ノ卸ナル程重徳ニシテ，ソノ；死亡率ハ Rose

＝伏レバ7円以内ノ者・ハ91%, 14日以内ノ者ハ81タん 1-Hl 以上ヲ要シ~Jレ者ハ53%ナリト記載

サレタリ。

今京都帝国大取外科県教室品近10年rmノ症例トソレ以前iノ症例ヲ比較シミルー．最近ノ症例

破傷風蘭抗毒素血清ノ使用＝際シテへ商慣ノ抗毒素ヲ合有シJI.ツ蛋白質ノ可及的侮少ナルモノヲ撰プイキ

＝シテ，教室 ＝－ Jl~7 ，，、我閥製剤g111最高償ノ抗毒素量（印チ lOccm 巾 60001.E.，昭利6~以前月＿lOccm 中

lOOA.E.）ヲ含有スル停染病碗究所滋賀破傷風鴎・抗毒素血務ヲ使用セリ。
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－ノ

ハゾノ死亡例絶無ナル＝反シ，ソi/以前ノモノニ於テハ15例中11例， IWチ73%ノ死亡率ヲ示セ

’更三金症.f9ilヲ精査スルエ受傷部ノ局所底世及ピ封症療法ニ闘シテハ著シキ差異ヲ説、メズ，タ

'fflO年以前ノ症例＝於ヂ多少重症ノ者ノ多キ傾向アルモ，雨者間＝斯fレ死亡率ノ大差ヲ来セル

所以へ主トシテ針因療法印チ抗毒素血清ノ使用量及ピ使別法＝某国・スルコト明カナリ。

余等ハ以下＝於テ抗悲素血清ノ使用量及ピ使用法＝就キ考察ヲ試ミンの

1.抗毒素血清使用量：

，余等ノ症例ニ就テミルニ．最近10年lllJ及ピソレ以前ノ雨者ヲ通ジテ生存シ得タルモノハ何レ

モ少クトモ11寓国際草位以上ノ抗毒素血清ヲ使用シタlレモノノミナリ。特ニ最近ノ症例＝止すシ

テハ，線テ意識的＝大量ヲ使mシタルモ， ソレ以前ノ症例＝於テハ無意識的エ大量ヲ別ヒ シモー

ノノミガ治癒シ得タルハ，抗毒素血清ノ大量注射ガ破傷風＝針シテ如何＝車交史ヲ示スモノナル

カヲ如賞＝物語リ居ルモノト言フヲ得ぺシ。特ニソノ潜伏期ノ短時エシテ， 且ツソノ症ilkノ重

篤ナリシ第1例，第2例ガ完全＝治癒シ得タ I~ ハ，抗毒素血清 J大量注入ニ依リテ始メテ得タ

ル結果＝他ナラズド店、惟ス｛レモノナリ。

叉第15例（第8表参照）ノ；如ギ潜伏期34日三宮［ル長キ慢性破傷風ニ於テ抗毒素血清ヲ使用セズ

シテ，途＝鬼事務＝入リシ症例ハ，破傷風菌抗ぷ素血清ガ破傷風ニ針シ如何＝特放薬タルカヲ示

ス反誰ト揺スヲ得ベシ。

破傷風＝針シテ抗毒素血清ヲ大量使用スペキモノナリトノ主張ハ，．内外共ニ多数ノ護表アリ

テ各人ノ使用量及ピ使月j期間等＝閥シテノ：費表ヲ一括スレバ第9表＝示スガ如lシ。

首E菱者
事録デ＝＝＝＝＝＝＝
跡、・＇： LeJ;iie 

池漫

伊藤

長陣
近藤，吉村

久野村

古森，緒方

花木
安岡

第 9 表

｜ザザ｜ 抗毒素血糊川町）tJJ円 一I＿ー？ ー－三一＝
1934 I 234,000 I.E.～366,000 A.E. 

1935 I . 12日問、 276,0伺 I:E.

1937 I 7日間 120,000 I.E. 

I93s- I 20日間 410,000 I.E. 

1939 I 23日間 543,000 I.E. 

1939 I鈍重 1駈＝就キ 6,700I.E.～16,200 I.E. 

1940 I 19日間～3L日間 312,6仰I.E.～680,4001.E.

1940 I 9EI閉店0,000I.E. 

1940 i 24日間 770,0QO I.E. 

5例治静脈内，神経鞠内投奥

治静脈内，皮下投奥

治筋肉内，皮下投興

治皮 ー 下

治

6例治脊髄際内，筋肉内’

3例f台脊髄膝内，静脈内，筋肉内

治

治

余等ノ症例ハ最低114,000I.E.，最高 288,000I.E.ヲ2日乃至8日間＝使則シ 7例共＝全治セ

シメタリ。邸チ吾hハ自家粧験例及ビ文献上ヨリ，抗議素血清使附量＝就キテへ20高乃至30高

圃際単位ノ血清ヲ出来ルグケ短期間＝，出来得ベクンパ10日以内＝投輿スルコトガ最モ適営ニ

シテii.ツヲE分ナリト提唱セン F敬スルモノナリ。

a清投興期間＝開シテハ，佐々血清＝伏Jレ過敏症ノ1:1n且ヲ極度＝懐レ，未グ産撃殻作ノ消失



712 日本外科費函第 19 巻宮再生就 1

，， 

セザルニ先チ抗i芯素血清メ投奥ヲ停止スル傾向アルモ，之レヲ警フレパ渡柑ノ途中容ヲ河中＝

投ズル＝等シク誤謬ノ韮シキモノ・ェシテ，必ズ産準殻作ノ消失ス／レマデ投奥ヲ持続スペキモノ

ナリ。文献上 Guillainハ 25El間抗毒素血清ヲ静脈内ニ注射シ過敏症ヲミズシテ重症患者7治

癒セシメグリトノ記載アリ。叉2遡間乃至3週間ニ及プ投興期間ヲ示シタル者ハ内外共＝枚象

＝謹ナキ程ナリ。

然レドモ余等ノ第1例エ於テハ抗毒素血清投興後11日n＝再ビ抗毒素血清ヲ静脈内＝注射セ

ントシ， ソノ．僅少量ヲ注入セシ所，強度ゾ過敏症症候出現シ一生命＝危険ヲ来セリ 0 'j枚＝抗言語毒

血清ヲ投興シ，叉ハ投輿ヲ績ケテ10日ヲ過ギテヨ P再ピ抗毒素血清ヲ投輿セントスル際ニハ，

過敏症症状ヲ殻来セシムル危脆ヲ件ブコトモアルコトヲ銘記スペキナリ。ソノ故防並＝治療＝

閥次テハ，京大服部教授門下ノ研究＝依レバ肝臓機能ヲ宏分ニ保護シ，以テ此J1維ヲ切リ按ケ

得／レ毛ノノ：~n クナレドモ，此ノ鮪ハ今後ノ充分ナル研究＝倹タザルベカラズ。

2；抗毒素血清使用法：

次ニ抗毒素血清使別法ニ就キテ~プレパ，吾々ハ同時性ニ局所，皮下a 筋肉内，静脈内，脊

髄腔内乱ハ後頭下穿刺等ニヨリ注射シテ，一時ニ大量ノ抗毒素血清ヲ注射シ得タリp

従来パiff::..'Cz依レパ破傷風毒素ハ受傷部＝定ホセル破傷風蘭ヨリ淀川セラレテ， Aミfj'fi1i1j1経軸

索内及ピ市111経鞠内ヲ遁リ脊髄及ピ脳ノ運動中拘置補1p経細胞ト結合スルモノナリト考ヘラル。然Jレ

＝本田，老山，若林(1940）等ハ，本菌ノ感染＝ヨリテ護病.1!.ル白鼠ノ血液，Ilf晴，肝， H中等各臓

器ヨサ菌ノ分離培養＝成功シ，破傷風菌毛亦タ薗血症ヲ殻シテ臓器中司移行スルモノナリト遁

ベタリ o
> 

而モ又ー度補111経制II胞ト結合セル破傷風菌悲索ハ設抗毒素三ヨリテハr~1fn~ レ得ズト従来主張
サレ日夕ルガ， Shcripgtonハ猿ノ排腸筋ノ外側頭ニ該純毒素ヲ注射的破傷風症J伏ノIJ¥現後42

時間乃至72時間＝ 1砥鴨!f'i:.::.2000程米利加合衆岡単位ノ抗毒素ヲ注射シ， ソノ放果ハ泊中盤鞘内

注射法ニテハ44.%＇，同静脈内ニデ72%，，同筋肉内＝テ88%，皮下注射＝テ92%ノ死亡率ナリキ

ト述べタリ。帥チ破傷風毒素ハ一度中恒例1粧細胞ト結合セル後1、雌h 倫ホ抗毒素＝依リテ中

和サルルモノナルコトヲ認メタルナザ。 Paterson及ピ Mansonモ同様ノ見解ノ毛ト町、破傷風

治療ニ常ツテハ．抗毒素ノ大量ヲ静脈内注射ニヨリテ投禦スベキモノナルコトヲ強調セリ。余等

ノ痕例ニ於テモ，重症ナリシ第1例ガ，後頭下穿刺＝依明テ抗毒素血清 20ccmヲ詳入セル＝将

時＝シテヰi部強直，牙閥緊念ノ；著明ニ桝快セルヲミタルニヨリ， Sher'mgtonノ主張スル如ク抗

毒素ハ前｜』経キHI胞ト結合セ／レボ来＝針シテモ倫ホrf1平目的放巣ヲ期待シ得ルモノナリト考ベラJi.-.;. 

然Lドモ一度榊経細胞ト結合セル破傷風毒素ハ遊離毒素 ト異リテ抗毒素z ヨリ付けレ難キヨ

トハ論ヲ侠ツ迄モナシ。 1 

以上ノ見地ヨリ破傷風ノ治療＝際シテ抗毒素血清ノ最モ殻巣的用法行抗毒素血清ヲ直接~.

悟由11！軽手続三雄踊竺竿様使型予史コ·~···三アリ。ソノ意味ニ於テ抗毒素血清ヲ脊髄腔内，後頭下
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腔，酬膜下腔，或ハ、倶IJ

ソノ数果ガ他ノ使用法＝比シ阜絶セ／レ〉、，又首然大リト言フヲ得ベシ。

~レドモ倫ホ中枢神経＝到建セザル毒素ヲ中和スル潟，且ツ大量ノ抗毒素ヲ一時弓投興スル

鵡ニ，ソレ以外＝局所ハ勿論皮下，筋肉内，静脈内ニモ同時ニ注射スベキナ明。

只余等ハ抗毒素血清ノ脳室内沌射ヲ行ヒタル経験ヲ有セザルモ，大多数ノ破傷風ノfi'EJ伏＝ミ

ル牙闘緊急，明書下困難，言語障碍等ハr（’脳エアル脳市Jjl粧中橋ノ菌毒素ニヨル｝fk態饗化ト見倣シ

得ル放＝，側m11室内注射ガ張グ有数ナルモノト思惟スル次第ナリ。

而シテ抗毒素血清ノ投典後屡々悲超サレ，軒々ノ症例＝於テモ第1，第2，第5ノ各例 .：.jiYJメ

ラレグル血清病ェ就キテム，斯ルモノ Y護来ハ何等恐ルル必要ナク鞭化Lカルシユーム寸ノ静脈

内注射，叉肝臓機能保護ノ目的＝テ2596'葡萄糖及ビ大量ノLビタミン＇ B及ピCノ投興ヲ行フコ

トエヨ＿v3日乃至5日＝テイliJレモ艇快スルモノナリ。
.,._ ' 

L 以上吾々ハ破傷風治捺＝首リテノ抗毒素血清ノ使用量及ピ使則法＝就キテ~ベタルガ，此ノ

疾患ノ治療＝常リテハ抗毒素血清ノ使用ハ勿論最モ重大ナルコトナレドモ，決シテソレガ治療

法ノ全部＝非ズ。帥チ毒素費生原護竃ヲ除去シ得ノレモノハ可及的ニ取リ去＇l)，極力毒素ノi芋：IH

ヲ少クセシメ，一方藍綬ノ渡来シ窟ル時ハ，麻酔掬j之ヲ例ヘパ抱7KLクロラ｛／レ寸， Lアベルチン 1

ノ注腸， Lクロ由ホルム1,L手｛テノレ寸， Lクロールヱチー／レ1等ノ吸入， Lヱビ‘パン・ナトリウム1

ノ静脈内注射等ノ投興ニテ之ヲ鎮座7ンツツ，破傷風ノ死ノ！京囚トナル筋症筆＝依ル播食障碍及

ピZ昆官、等ヨリ個棉ヲ教と，帥チソレニヨリテ柴3普及ビ完全歩ル呼吸ヲ保持セシメツツ．佃悌ヲ

必要ノ期間破傷風蘭毒素川氏ハシメテ， ソノ一方批毒素血清ヲ大量ニ注射シテ以テ毒素ノ中和

ヲ計JI,.可キナリ。

ー勿論破傷風ヲ惹起スル疑アル創j傷＝劉シテ強防的＝抗毒素血清ヲ用フノ九コトへ策ノ~~ーェ

シテ，ソノ使用量ハ 3000I.E.乃至 6000I.E.ヲ先ヅ局所＝注射スベキナリ正
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